
テキストの使用及びワークブックの使い方について
①　高齢者伝道についてのこの講座は、信徒教育スタンダード・プログラ
　　ムの専門コース・伝道講座のなかの高齢者への伝道を扱っています。
②　テキスト自身は第一回を「はじめに」と「高齢者の現状と成熟した高
　　齢者像」、第二回を「聖書の高齢者観」、第三回を「高齢者伝道の実際」
　　とすれば三回で終了できますが、回数にこだわりすぎる必要はありま
　　せん。区切りのついたところでワークブックをしてください。ワーク
　　ブックはテキストを見ながら回答を記入して差し支えありません。
③　採点は、付録の解答どおりでなければならないわけではありません。
　　牧師の裁量で適切にご採点ください。
                          第　一　回
はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１ページ）
　この部分では、高齢者への伝道の本質を取り上げておきましょう。様々な問題の解決を、物質的な面のアプローチで事足れりとしがちな私たちの国ですから、内面的な不足をどのように解決してよいのか、戸惑っている感があります。
　★高齢者伝道に取り組もうとするときに陥りやすい罠について
　　身体的ケアーや生活上の介助などは、福音宣教においても必ず伴うと
　　考えられますが、それらが前面に出過ぎて、本質的な福音伝道が置き
　　去りになることなど。
　★自分たちがかかわる高齢者の課題を、ステレオタイプに捉えすぎない
　　ようにしなければなりません。救いにあずかるべき対象は「高齢者」
　　とい
専-伝 - 1
　　う層なのではなく、一人びとりが個々の人格であり、そのニーズはそ
　　れぞれに固有であるからです。
第一課　　高齢者問題の現状と成熟した高齢者像　　　　　　（３ページ）
　★永六輔の「大往生」からの引用については、川柳や短文を読み捨てに
　　しないで、そのいわんとしているところを受講生と一緒に考えるとよ
　　いでしょう。「日本語でやってほしい」つまり［横文字が多すぎる］に
　　ついての項では、教会はどうかということも考えておきましょう。
　★松尾芭蕉の項／日本人平均寿命
    縄文時代は３１才、室町時代は３６才で性差はなく、はるか後代の１
　　９４７年でも男性５０.０６才、女性５３.９６才。１９９４年は男性
　　７６.２５、女性８２.５１才。
　★伊能忠敬の項
　　作家・井上ひさしは忠敬の生涯を「４千万歩の男」と題する歴史小説
　　をものしましたが、その動機は、「平均寿命がびっくりするほど延びて、
　　たいていの人が退職後も２０年、３０年と生きなければならなくなっ
　　た。人生の山が一つから二つに増え、一身にして二生を得るという生
　　き方を余儀なくされた。若いころには見えなかったが、この年になっ
　　てはじめて、この人生の二つの山をもっとも見事に生きた忠敬が、人
　　生の達人であったことに気づいて書き始めた。」ということを述べてい
　　ます。
　★吉野登美子の項
　　インタビュー「わがよろこびの頌歌はきえず」八木重吉の詩と信仰特
　　集　いのちのことば社
　★現存の人を例証として使う場合は、いろいろな意味で十分な配慮が必　　要
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　　です。
                          第　二　回
第二課　　聖書の高齢者観　　　　　　　　　　　　　　　　（８ページ）
Ⅰ．旧約聖書から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８ページ）
　長寿が真に祝福と言えるのは、長寿に内容があることを受講生が見落とさないように気をつけてください。なお、例証としてあげられている人物たちから自由な討論をすると楽しいでしょう。
Ⅱ．新約聖書から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１０ページ）
　例証としてあげられている人物などから、たとえ高齢になって肉体的不自由をかこつことがあったとしても、キリストによる内面の輝きは増し加わりうる事について語り合うとよいでしょう。身近にも、そのような方がいるはずです。
                          第　三　回
第三課　　高齢者伝道の実際　　　　　　　　　　　　　　（１４ページ）
Ⅱ　４．情報収集と計画立案の項
　ある教会では、敬老の日に地域の高齢者にカードを添えて、ちょっとした
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ケーキをプレゼントしようと計画し、４０個ほど準備しましたが、念のため役所で調べたところ、その地域には１３８人の高齢者がおり、しかも８０～９０才の老人は６５～７０才の老人の約２倍いるという現実を知り、驚いたそうです。その後、一軒一軒訪問して、プレゼントしたということです。なおこの教会では、ケーキのプレゼントを孫のような日曜学校生徒が手渡したということですが、このような工夫は、高齢者にはとてもうれしかったようです。
Ⅲ　５．会合への招待の項
　参考として、既出「大往生」永六輔。クリスチャンによる書籍として、日野原重明（聖路加病院院長）、アルフォンス・ディーケン（上智大学教授）等の著書がいろいろあります。
　伝道の実際については、理論や一般論として考えるのではなくそれぞれの教会の実際に即して学ぶのが良いと思います。「地域」全体の高齢者伝道に取り組む力は足りなくても、範囲の設定の仕方によってはそれなりに取り組むことができます。環境作りも理想的にはできなくても、チェックしてみるとアイディアがわいてきますから。教会墓所を持つ事なども語り合うと良いでしょう。この項では自分たちの教会はどうするのかを中心にしてはどうでしょうか。

